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一
ヵ
月
30
万
円
で
生
活
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
と
仮
定
し
て 

（
こ
の
一
覧
は
、
歳
入
の

主
な
も
の
の
割
合
か
ら
、

一
般
家
庭
で
も
当
て
は
ま

り
そ
う
な
も
の
を
記
載
し

た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
予
算
と
同
様
の
割
合
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

　
大
ま
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、
５
万
５
千
円
の
給
料

を
得
て
い
る
人
が
、
３
万

５
千
円
の
貯
金
を
取
り
崩

し
、
親
か
ら
13
万
円
と
使

い
道
を
決
め
ら
れ
た
４
万

５
千
円
の
仕
送
り
を
も
ら

い
、
そ
の
上
、
３
万
５
千

円
の
借
金
を
し
て
暮
ら
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

　
年
々
、
三
位
一
体
の
改
革
の
名
の
も
と
に
仕
送
り
に
あ
た

る
地
方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
16

年
度
の
予
算
は
、
交
付
税
の
減
少
分
を
基
金
（
貯
金
）
を
取

り
崩
し
て
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
付
税
が
削
減
さ
れ
て
い

く
な
か
、
大
変
厳
し
い
舵
取
り
を
強
い
ら
れ
て
い
る
現
状
で

す
。 

　
村
税
や
使
用
料
及
び
手
数
料
な

ど
の
村
独
自
の
財
源
（
自
主
財
源
）

は
、
９
億
５
、
５
１
５
万
円
で
全

体
の
２
９
・
６
㌫
、
地
方
交
付
税

や
村
債
、
国
、
県
な
ど
村
以
外
か

ら
の
財
源
（
依
存
財
源
）
は
、
２

２
億
７
、
７
０
９
万
円
、
７
０
・

４
㌫
で
す
。 

　
村
税
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
景

気
低
迷
等
に
よ
り
、
年
度
当
初
比

で
９
５
７
万
円
の
減
収
と
な
っ
て

お
り
、
村
民
税
に
か
か
る
個
人
分

で
５
２
７
万
円
の
減
、
法
人
分
で

３
５
３
万
円
の
減
、
固
定
資
産
税

で
１
２
０
万
円
の
減
収
を
見
込
ん

で
お
り
、
全
体
で
は
総
額
４
億
１
、

０
２
６
万
円
、
前
年
度
当
初
比
２
・

３
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
地
方
自
治
体
が
資
金
を

借
り
入
れ
る
ロ
ー
ン
（
地
方
債
）

は
、
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
の
建

設
資
金
他
と
し
て
、
９
、
４
６
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
社
会
資
本
の
整
備
に
活
用
す

る
ほ
か
は
、
将
来
の
財
政
負
担
を

考
え
、
極
力
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。 

　
目
的
別
歳
出
の
構
成
比
で
ト
ッ

プ
は
、
民
生
費
９
億
２
、
７
１
０

万
円
で
全
体
の
２
８
・
７
㌫
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
老
人
福

祉
費
、
障
害
者
福
祉
費
を
含
む
社

会
福
祉
費
６
億
２
、
７
４
２
万
円
。

保
育
所
運
営
費
等
他
を
含
む
児
童

福
祉
費
２
億
８
、
９
５
４
万
円
他

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
土
木
費
３
億
３
、
３
４
７
万
円

に
は
、
住
民
の
生
活
基
盤
と
な
る

道
路
橋
梁
費
と
し
て
１
億
４
、
６

６
２
万
円
、
治
水
対
策
事
業
費
等

を
含
む
河
川
費
と
し
て
１
億
１
、

８
５
８
万
円
が
含
ま
れ
ま
す
。 

　
公
債
費
（
ロ
ー
ン
の
返
済
）
７

億
１
、
５
７
６
万
円
は
、
全
体
の

２
２
・
１
㌫
を
占
め
、
前
年
度
当

初
比
１
３
・
３
㌫
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
増
額
の
理
由
と
し
て
は
、

既
往
年
度
に
借
り
入
れ
た
地
方
債

（
ロ
ー
ン
）
の
償
還
（
返
済
）
が

ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
支
払
額
は
今
年
度

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
次
年
度
か
ら

減
少
す
る
見
込
み
で
す
が
、
歳
入

が
減
少
し
て
い
る
な
か
、
公
債
費

の
償
還
が
予
算
を
圧
迫
し
て
い
く

こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。 

歳
 
 
入

歳
 
 
出

平成16年度当初予算

日
高
村
予
算
を
一
般
家
庭
に

 
 
 
 
 
 
置
き
換
え
て
み
る
と

歳入 Ａさん 

村税 

繰入金 

地方交付税 

村債 

国県支出金 

給料 

貯金の取り崩し 

親からの仕送り 

借金 

仕送り(特別） 

55,000円 

35,000円 

130,000円 

35,000円 

45,000円 

300,000円 
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平成16年度

一般会計予算 32億3,223万円
平成16年度

一般会計予算 32億3,223万円

一般会計
（単位：万円）

特別会計
（単位：万円）

歳入

村税 
4億1,026万円 
（12.7％） 

繰入金 
3億2,025万円 
（9.9％） 

その他 
6,669万 円（2.1％） 

繰越金 
3,000万円（0.9％） 

地方譲与税 
5,050万円（1.6％） 

地方消費税交付金 
5,040万円（1.6％） 

国庫支出金 
2億9,860万円 
（9.2％） 

県支出金 
2億700万円 
　 （6.4％） 

村債 
3億4,590万円 
（10.7％） 

地方交付税 
12億5,800万円 
（38.9％）  

諸収入 
1億2,182万円  
（3.8％） 

使用料及び手数料 
2,806万円 
（0.9％） 

分担金及び負担金 
4,475万円 
（1.4％） 

自主財源 

依存財源 自動車取得税交付金 1,330万円 
ゴルフ場利用税交付金 3,400万円 
利子割交付金 565万円 
交通安全対策特別交付金 100万円 
地方特例交付金 1,200万円 
株式等譲渡所得別交付金　　21万円 

財産収入 52万円 
寄付金 1万円 

…… 
… 

…………… 
 

………… 
 

………………… 
…………………… 

依
存
財
源 

自
主
財
源 

そ
の
他
の
内
訳 

歳出

土木費 
3億3,347万円 
（10.3％） 

災害復旧費 
1,092万円 
（0.3％） 

その他 
7,850万円（2.8％） 

消防費 
8,975万円（2.8％） 

教育費 
2億4,697万円 
（7.6％） 

衛生費 
2億4,687万円 
（7.6％）  

民生費 
9億2,710万円 
（28.7％） 

農林水産業費 
1億4,973万円 
（4.6％） 

総務費 
4億3,316万円 
（12.4％） 

公債費 
7億1,576万円 
（23.1％） 

議会費 7,494万円 
商工費 156万円 
予備費 200万円 

…………………… 
…………………… 
…………………… 

そ
の
他
の
内
訳 

歳入総額 

32億3,223万円 

歳出総額 

32億3,223万円 

住宅新築資金等特別会計 
4,650万円 

国民健康保険特別会計 
6億4,684万円 

老人保健特別会計 
11億992万円 

簡易水道特別会計 
1億2,896万円 

介護保険特別会計 
5億7,410万円  

全会計トータルは

57億3,855万円

全会計トータルは

57億3,855万円
全会計トータルは

57億3,855万円
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平成16年度事務分担表 
平成１６年４月１日現在 

課　名 係　名 職　名 氏　名 職　務　内　容
村 　 長 中野　益隆
助 役 戸梶　廣彦

出 納 室 収 入 役 坂東　　昇
出 納 係 主 監 北添いく子 出納・物品管理・共済・退職手当組合関係事務決算事務

議会事務局 事 務 局 局 　 長 森下　正敏 議会関係事務・監査事務主 　 幹 青木　　史

総 務 課

課 長 戸梶　真幸 選挙・契約・例規・人事文書・物品購入
防犯灯・町村会課 長 補 佐 鎮西　　幹

課 長 補 佐 川村　正仁 市町村合併

総 務 係
主 事 藤岡　明仁 消防・自衛隊・総合行政ネットワークシステム

財政・交通安全・広報主 事 戸梶　敬二
主 事 戸梶　泰彰

財 政 係 主 監 兼 係 長 前田巳千子 財政・給与・辺地・行革主 　 幹 山﨑　　明

住 民 係 主 幹 隅田　　静 受付・戸籍・印鑑・住民登録・交通災害・統計主 事 山本　奈央
能津出張所 主 　 幹 岡林　貴志 戸籍・印鑑・住民登録

主 事 今井　明秀 高知県文化環境部エコプロジェクト推進課へ出向

企 画 課

課 長 中村　幸広

企画振興・広域行政・市町村合併
エコサイクルセンター設置に関する振興策
庁舎・公用車管理・財産・公営住宅
住宅新築資金

企 画 係 課 長 補 佐 佐藤　壮典
（高知県から派遣）

課 長 補 佐 藤田　　浩
市町村合併係 課 長 補 佐 森下　輝夫

住 宅 係
課 長 補 佐 山中　鶴幸
主 事 大川　清弘
主 事 前田　三紀

税 務 課

課 長 井上　哲英

住民税（個人・法人）
固定資産税（土地・家屋・償却資産）
軽自動車税・たばこ税
国民健康保険・介護保険料
国民年金・老人医療

課 長 補 佐 坂東　隆一
課 長 補 佐 藤本　正子

課税収納係
主 幹 須内　由香
主 事 前田　修平
主 事 森本　順子

国保年金係 主 幹 谷脇　昌子
主 事 大川　健輔

健康福祉課

課 長 谷本　　勲
課 長 補 佐 中山　京子 福祉全般
課 長 補 佐 片岡　信次 保健環境全般

福 祉 係

係長兼高齢者健
康センター係長 松岡　一宏

福祉・保育・厚生・人権対策・介護保険　　　主 幹 井上　孝子

主 事
浦岡　由香
（社会福祉協議会
　　　から派遣）

高 齢 者 在
宅 介 護 支
援センター

（同）　長　（兼） 中山　京子
高齢者支援事業全般・介護調査認定（同）係長（兼） 松岡　一宏

保 健 師 田中　美妃

子 育 て 支
援センター

（同）　長　（兼） 中山　京子
子育て支援事業全般（同）係長（兼） 松岡　一宏

（兼） 井上　孝子

保健・環境係
保健環境係長 森下　浩明

保健・環境衛生全般保 健 師 係 長 山下かのう
保 健 師 川村　未央

障 害 者 地
域 生 活 支
援センター

（同）　長　（兼） 片岡　信次
障害者支援事業全般（同）係長（兼） 山下かのう

東部保育所

所 長 西森　睦子
保育所運営管理・保育業務主 任 保 育 士 藤田　　妙

保 育 士 森下　美和
技 幹 森下多津子 調理

能津保育所
所 長 岡本　敏子

保育所運営管理・保育業務主 任 保 育 士 浜田　郁子
保 育 士 森澤かえで
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よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す 

佐
藤
壯
典 

派
遣

　
は
じ
め
ま
し
て
、
４
月
１

日
か
ら
県
よ
り
日
高
村
へ
派

遣
さ
れ
企
画
課
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
佐
藤
壯
典
（
さ
と
う
そ
う
す
け
）

で
す
。
昨
年
は
伊
野
土
木
事
務
所
で
日
高
村
内
の

県
道
や
災
害
復
旧
事
業
を
担
当
し
て
お
り
、
村
内

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年

同
様
、
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
は
じ
め
ま
し
て
。
県
の
地

域
応
援
団
と
し
て
４
月
か
ら
、

企
画
課
に
籍
を
置
い
て
い
ま

す
河
渕
で
す
。
地
域
応
援
団
っ
て
何
を
す
る
の
？

は
い
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行

動
し
て
い
く
中
で
、
地
域
を
よ
く
し
て
い
く
た
め

の
取
り
組
み
の
お
手
伝
い
が
少
し
で
も
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
多
く
の
方
々

と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日

高
村
を
も
っ
と
知
る
た
め
に
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
出
没
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
お
声

を
お
か
け
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

　
日
高
村
の
皆
様
、
は
じ
め

ま
し
て
。 

　
４
月
よ
り
高
知
県
庁
か
ら

〝
地
域
を
元
気
に
す
る
応
援
団
〞
と
し
て
役
場
企

画
課
に
駐
在
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
片
岡
隆
と

申
し
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
は
、
地
域
ら
し
さ

と
住
民
力
が
必
要
で
す
。
日
高
村
の
皆
様
と
共
に

地
域
の
元
気
を
掘
り
起
こ
す
た
め
、
積
極
性
と
若

さ
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

河
渕
雅
恵 

片
岡
　
隆 

地
域
応
援
団

地
域
応
援
団

課　名 係　名 職　名 氏　名 職　務　内　容

福 祉 館

東部福祉館
館 長 井上　健一

福祉館運営管理・デイサービス事業主 事 安部　拓大
技 幹 寺田由美子

西部福祉館 館　　長　（兼） 井上　健一 福祉館運営管理・デイサービス事業

東部児童館 館　　長　（兼） 井上　健一 児童館運営管理・指導福祉及び補習活動主　　事　（兼） 安部　拓大

建 設 課

課 長 山本　秀昭 砂防・急傾・生活道資材補助
小規模土地改良事業課長補佐（兼）技査 戸梶正一郎

用地管理係 主 監 中岡　静香 用地・登記・占用許可
庶務・水道料主 幹 安岡　里佳

土 木 係
係 長 大川内慎治 道路改良・災害復旧・がけ崩れ

農道・林道・水路維持管理
村道・河川維持管理

主 幹 西森　　稔
主 事 尾﨑　誠一

水 道 係 主 事 明神　篤史 水道施設・管理・水道料

産業振興課

課 長 寺田幸次郎

農林商工業振興・観光
土地利用事務・イベント

課 長 補 佐 杉本　　勇

産業振興係
係 長 坂本　　昭
係 長 前田　孝治
主 幹 森田　　生

地籍調査係
主 監 兼 係 長 森下　純男

地籍調査事業主 幹 河村　哲也
主 事 松本　直久

農 業 委 員
会 事 務 局

農業委員会
事 務 局

局　　長　（兼） 寺田幸次郎

農業委員会事務全般次　　長　（兼） 杉本　　勇
局　　員　（兼） 坂本　　昭
局　　員　（兼） 森田　　生

教育委員会

教 育 長 中島　嘉隆
次 長 金子　真也 文化財・文化推進・学校施設・就学援助

社会教育係 係 長 森下　和知 人権教育・成人教育・家庭教育・社会体育
公民館・女性教育・高齢者教育・成年教育主 事 大平　師也

学校教育係 主 幹 谷口　美恵 学校事務・教育委員会事務
地域教育指導主事 武田　和志 地域教育推進
研 修 指 導 員 池田　由美 学校教育指導
出 向 教 諭 山田　和吉 不登校児童生徒対応・児童生徒健全育成

日高中学校 技 幹 須藤　　静 用務
日下小学校 技 幹 西　　裕子 用務

給食センター

所　　長　（兼） 中島　嘉隆

学校給食
技 監 隅田恵美子
技 幹 下元　和子
技 幹 矢野　鈴子
技 幹 山内　浩江

補導センター 所　　長　（兼） 中島　嘉隆 少年健全育成活動
専 門 職 山下　忠一 非行防止活動

教育相談所 所　　長　（兼） 中島　嘉隆 教育相談活動相 談 員 馬場　紀子

外国語指導助手 ヴィニース　　
　スティーブン 英語・国際理解教育

選挙管理委
員会事務局 事 務 局 書　　記　（兼） 戸梶　真幸 選挙管理委員会事務書　　記　（兼） 鎮西　　幹
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Village Topics

能津小学校加茂小学校

日下小学校

福永　　光教諭　越知小学校 
岩河　雅代教諭　春野西小学校 
渡辺ゆかり講師 
薦田亜希子講師 

加茂小学校

滝本　幸江教諭 
　佐川町立尾川小学校から転
任してきました。生まれ育っ
た加茂で勤務できることを、
とてもうれしく思っています。
元気いっぱいの子どもたちと
はやく仲良くなり頑張りたい
と思います。よろしくお願い
します。 

桑原　純香教諭 
　雲の上の町、檮原町から
転任してきました。地域の
皆様に助けていただきなが
ら、精一杯がんばりますの
で、よろしくお願いいたし
ます。 

松田　五月教諭 
　田畑の菜の花やれんげ草、
満開の桜をながめながらわく
わくした気持ちでやって来ま
した。 
　不慣れな点も多くあります
が、子どもたちと明るく元気
に頑張っていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いし
ます。 

能津小学校

西井 宏一校長 
　　　　　日下小学校 

田植　昭彦校長 
　吾北村に勤務していたころ、国
道を通りながら、対岸の能津小の
桜に見とれたものでした。 
　複式学校のパワーが大好きです。
16名の子どもたちと一緒にがん
ばります。よろしくお願いします。 

入学おめでとう入学おめでとう

転入 

転出 

転入 

転出 
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Village Topics

吉田　文茂校長 
　10年間の教育行政経験を経て、学校現
場に戻ってきました。日高中の生徒は明
るく元気というのが第一印象です。保護
者、地域の協力を得ながら、「高知県に
日高中あり」という学校にしていこうと
思いますので、よろしくお願いします。 

野村　宇嗣講師 
　思い出のたくさんある日高中学校にも
どって来れたことをうれしく思っています。 
　様々な分野にかかわり、手助けできれ
ばと思っています。１年間よろしくお願
いいたします。 

濱口　昭仁教諭 
　この春の異動で吾川郡の春野中学校よ
り赴任してきました。教科は保健･体育
です。これから少しずつ学校にも慣れ、
いろいろなことにがんばりたいと思いま
すので、よろしくお願いします。 

上野　絹子養護教諭 
　桜の花が満開の日高中学校に高知市立
鴨田小学校から転任してきた養護教諭の
上野絹子です。よろしくお願いします。 

日高中学校

加茂中学校

川上 雄三校長  退職 
安井 久也教諭  東津野中学校 
北添 信一教諭  大川中学校 

お世話になりました。

そして、

よろしくお願いします。

お世話になりました。

そして、

よろしくお願いします。

お世話になりました。

そして、

よろしくお願いします。

長　常栄教諭 
　上分中より転任してきました。加茂
中学校の子どもたちと共にさまざまな
活動や合唱づくりを通して豊かな気持
ちを育みたいと思っております。微力
ですが一生懸命がんばりたいと思って
いますので、よろしくお願いします。 

近藤　延主任 
　吾北村小川小学校より加茂中学校に
転任してきました事務職員の近藤延で
す。５年前日高中学校でお世話になり、
懐かしい気持ちです。どうぞよろしく
お願いします。 

日下小学校

西井　宏一校長 
　７年ぶりに帰ってきました。初心を忘
れず、子どもたちと一緒に ｢明るく､ 楽
しい､ 元気な日下小｣ を目指して頑張り
たいと思います。地域の皆様には何かと
お世話になりますが、お力添えをいただ
きますよう、よろしくお願いいたします。 

矢野　文教諭 
　須崎小学校から転任してきた矢野文で
す。子どもたちと共に、元気に明るく過
ごしていきたいと思っています。よろし
くお願いします。 

田所　春香教諭 
　佐川小学校から転任してきました。元
気いっぱいの子どもたちと一緒に勉強で
きることをうれしく思っています。よろ
しくお願いします。 

日向　彩教諭 
　日高村の皆様、初めまして。私は、中
村市立具同小学校から異動してきました。 
　一日も早く地域の良さをたくさん学び
たいです。そして、地域に根ざした教育
ができるよう一生懸命がんばりますので、
よろしくお願いします。 

桑原　久美教諭 
　佐川の黒岩小学校から転任してきました。
毎朝通っていましたので、知らないとこ
ろじゃない気がしています。子ども達に
日高村のことをいっぱい教わろうと思っ
ています。力不足ですが、一生懸命頑張
りますので、よろしくお願いいたします。 

長崎　栄教諭 
　土佐市、須崎市と国道 56号沿いの学
校に長い間勤務していましたので、国道
33号がなぜか新鮮です。学校もお花がい
っぱいで感激しました。職場も明るくて
気持ちのいいところです。一生懸命頑張
りたいと思います。よろしくお願いします。 

岡田　三和子教諭 
　はじめまして。伊野小学校から転任し
てきました。 
　コスモスや猿田洞へ子どもと訪れたこ
とを思い出します。 
　地域のことを早く知って子どもたちの
ために頑張りたいと思っております。よ
ろしくお願いいたします。 

森　　健一校長　口神ノ川小学校 
池本　泰明教諭　大篠小学校 
樋口　弘恵教諭　吾桑小学校 
鍋島　佳代教諭　高須小学校 
石元千佐子主任　別府小学校 

転入 

転出 

転入 

転出 

転入 

転出 

楠瀬 冨美教諭　南中学校 
尾　 由里主任　斗賀野小学校 

入吉 美貴養護教諭  附属中学校 
笹岡 久乃講師  　　久礼中学校 
矢野 直樹講師 　　 仁淀消防組合 
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Village Topics

学校だより能津
小学校

能津
小学校
能津
小学校

小
田
楓
さ
ん

　
楓
ち
ゃ
ん
は
、
頑
張
っ
て
い

る
姿
が
、
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま

す
。
一
輪
車
で
は
、
こ
け
て
も

こ
け
て
も
へ
こ
た
れ
ず
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。 

　
掃
除
の
時
は
、
と
て
も
上
手

に
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。
楓
ち

ゃ
ん
は
、
友
だ
ち
が
泣
い
て
い

る
と
、「
大
丈
夫
？
」
と
声
を

か
け
る
よ
う
な
や
さ
し
い
子
で

す
。 

５
年
　
山
本
綾
香 

福
永
梨
菜
さ
ん

　
梨
菜
ち
ゃ
ん
は
、
体
育
の
時

一
輪
車
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

合
同
体
育
で
も
、
一
輪
車
に
乗

る
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
最
初

は
「
む
ず
か
し
い
。」
と
連
発

し
て
い
ま
し
た
が
、
め
げ
ず
に

練
習
す
る
が
ん
ば
り
屋
で
す
。

そ
し
て
、｢

今
日
は
、
５
時
ま

で
練
習
し
よ
う
。｣

と
い
っ
て

い
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
と
て
も
や
る
気
の
あ
る
１

年
生
で
す
。 

５
年
　
大
川
　
翔 

　
能
津
小
学
校
は
、
全
校
児
童

16
人
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
教
え
て
あ
げ
て
、
い
い
学
校

に
し
た
い
で
す
。 

６
年
　
大
藤
　
雅
都 

６
年
　
下
元
　
　
唯 

５
年
　
青
木
　
芙
優 

齊
藤
真
帆
さ
ん

　
合
同
体
育
で
一
輪
車
を
１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
な
か
な
か
の
れ
な
い

も
の
で
す
。
け
ど
、
休
み
時
間

に
真
帆
ち
ゃ
ん
は
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
た
っ
た
２
、
３
日
し

か
た
っ
て
い
な
い
の
に
今
で
は

少
し
手
を
は
な
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

　
い
つ
も
休
み
時
間
は
、
１
年

生
の
３
人
が
さ
そ
い
あ
っ
て
一

輪
車
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

と
な
り
に
は
、
と
っ
て
も
た
の

も
し
い
２
年
生
が
い
っ
し
ょ
に

つ
い
て
あ
げ
て
い
ま
す
。
す
ば

ら
し
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。 

６
年
　
西
　
峻
利 

 能津小学校に、新一年生の３人が入学しまし

た。小田楓さん、齊藤真帆さん、福永梨菜さん

です。入学式では、不安そうだったけど、名前

を呼ばれると大きな声で返事ができました。

 ５・６年生の先輩たちに記者になってもらい、

３人を紹介してもらいました。
左から 

小田楓さん、齊藤真帆さん、福永梨菜さん

記者の５・６年生です
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－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

学
生
に
は
﹁
学
生
納
付
特
例
制
度
﹂
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は

 
 
﹁
口
座
振
替
﹂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◎
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。

期
限
内
に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
異
動
が
あ
っ
た
ら
届
出
を
忘
れ
ず
に
。 

   

　
20
歳
に
な
る
と
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
支
払
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

一
般
的
に
学
生
に
は
所
得
が
な
く
、
本
人
が
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

20
歳
以
降
の
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
払
う
こ
と
が
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。 

●
対
象
と
な
る
学
生 

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
そ
の
他
教
育
施
設

の
一
部
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で
あ
っ
て
、

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
68
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
で
す
。 

●
承
認
さ
れ
る
と 

①
学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
に
は
、
満
額
の
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

②
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

（
25
年
以
上
）
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
納
付
を
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
を
追
納
す
る
と
本
来

の
年
金
額
で
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
が

認
め
ら
れ
た
年
度
の
翌
々
年
度
を
越
え
て
追
納
す
る

場
合
は
、
そ
の
当
時
の
保
険
料
に
政
令
で
定
め
る
率

を
加
算
し
た
額
に
な
り
ま
す
。 

 

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
４
月
（
ま
た
は
申

請
を
し
た
月
の
前
月
）
か
ら
そ
の
年
度
の
３
月
ま
で
で

す
。
前
年
の
所
得
を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
申
請
が

必
要
で
す
。
４
月
以
降
も
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
を

受
け
た
い
方
、
ま
た
、
新
た
に
申
請
さ
れ
る
方
は
、
５

月
末
ま
で
に
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
役
場
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
し
た
月
の
前
々
月
ま
で
は

未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
ま
で
に
不
慮
の
事

態
で
障
害
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ

も
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。 

     

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
・
安
心
・
確
実

な
『
口
座
振
替
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
ご
希
望
の
金
融
機
関
で
簡
単

に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
に
は
、
預
金
通
帳
と

届
出
印
、
納
付
書
（
ま
た
は
年
金
手
帳
）
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
申
し
込
み
や
、
引
き
落
と
し
に
手
数
料
は
か

か
り
ま
せ
ん
。 

﹇
取
扱
い
金
融
機
関
﹈ 

　
○
全
国
の
銀
行
　
○
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
も
含
む
） 

　
○
農
協
　
○
漁
協
　
○
信
用
組
合
　
○
信
用
金
庫 

　
○
労
働
金
庫 

　
口
座
振
替
の
方
法
は
、
毎
月
納
付
と
前
納
（
一
年
分
・

半
年
分
）
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

　
引
き
落
と
し
の
開
始
月
に
つ
い
て
は
、
後
日
ハ
ガ
キ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
６
月

１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提

出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
用
紙
は
、

５
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
） 

 

○
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類 

１
、
年
金
加
入
証
明
書
又
は

申
立
書
。
受
給
者
が
被
用

者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）

で
あ
る
場
合
に
提
出
。 

２
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村

長
が
発
行
す
る
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書
、
当
該
市

町
村
に
そ
の
年
の
１
月
１

日
に
住
所
が
な
か
っ
た
場

合
に
提
出
。 

 

○
受
付
期
間 

　
６
月
１
日
〜
６
月
30
日
ま
で 

　
　（
〆
切
厳
守
） 

※
小
学
１
年
〜
３
年
生
ま
で
の
方

の
申
請
は
別
途
送
付
し
ま
す
。 

 

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
２
４
―
７
８
５
１ 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

児
童
手
当
現
況
届 

国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。
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The  Human  Rights

人
権
新
聞

第13号
2004.５

発　行 

教育委員会 

シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・ 
シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・ 

七
、
闘
い 

 

　
水
平
社
は
創
立
大
会
後
、

あ
っ
と
い
う
間
に
全
国
各
地

に
広
が
り
ま
し
た
。
部
落
差

別
に
苦
し
ん
で
き
た
被
差
別

部
落
の
人
々
が
自
ら
立
ち
上

が
り
、
差
別
を
な
く
す
た
め

の
闘
い
を
始
め
ま
し
た
。 

 

　
１
９
２
３
年
、
高
知
県
で

も
国
沢
亀
（
く
に
さ
わ
　
す

す
む
）
を
中
心
に
高
知
県
水

平
社
が
結
成
さ
れ
る
と
、
県

内
各
地
に
水
平
社
は
広
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
の
頃
は
差
別
を
し

た
個
人
に
対
し
て
、
直
接
訴

え
か
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の

訴
え
に
は
、
差
別
を
し
た
人
、

受
け
た
人
す
べ
て
が
差
別
に

立
ち
向
か
う
、
差
別
を

許
さ
な
い
人
間
に
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
、
人
々

の
強
い
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
そ
れ
は
、
個

人
だ
け
で
な
く
、
差
別

が
起
き
た
組
織
や
団
体

に
対
し
て
も
、
訴
え
を

起
こ
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

　
１
９
３
３
年
、
香
川

県
高
松
市
。
結
婚
の
約
束
を

し
て
、
相
手
と
い
っ
し
ょ
に

暮
ら
し
て
い
た
被
差
別
部
落

の
青
年
が
部
落
差
別
の
結
果
、

誘
拐
罪
と
し
て
判
決
を
受
け

る
と
い
う
事
件
が
起
き
ま
し

た
。 

　
当
時
の
、
差
別
が
あ
っ
て

当
た
り
前
と
い
う
社
会
全
体

の
意
識
が
、
青
年
へ
の
差
別

を
生
み
、
そ
し
て
間
違
っ
た

判
決
を
生
み
出
し
た
の
で
す
。 

　
水
平
社
は
こ
の
事
件
を
受

け
、
全
国
的
な
闘
い
を

起
こ
し
ま
し
た
。 

　
高
松
差
別
裁
判
闘
争

で
す
。 

　
福
岡
を
出
発
し
、
各

地
で
集
会
を
重
ね
な
が

ら
、
裁
判
取
り
消
し
を

要
求
し
て
東
京
ま
で
行

進
し
た
人
々
は
、
４
万

人
を
超
え
る
参
加
者
と
、

５
万
人
を
超
え
る
署
名

と
共
に
抗
議
を
行
い
ま

す
。 

　
そ
し
て
、
判
決
の
間
違
い
、

差
別
の
間
違
い
を
認
め
さ
せ

る
、
全
面
的
な
勝
利
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。 

 
　
ま
た
、
差
別
は
子
ど
も
た

ち
を
も
、
苦
し
め
て
い
ま
し

た
。 

　
全
国
水
平
社
が
創
立
さ
れ

た
翌
年
、
子
ど
も
た
ち
の
水

平
社
、
少
年
少
女
水
平
社
が

設
立
さ
れ
全
国
へ
と
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、

子
ど
も
た
ち
も
差
別
に
よ
り

苦
し
ん
で
い
た
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
も

差
別
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な

く
、
団
結
し
て
自
ら
立
ち
上

が
り
、
差
別
に
立
ち
向
か
っ

て
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
の

ち
の
「
解
放
子
ど
も
会
」
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

　
差
別
が
あ
っ
て
当
た
り
前

と
い
う
社
会
に
対
し
て
、
ぬ

く
も
り
の
あ
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
人
々
は
団
結
し
、

熱
い
思
い
を
も
っ
て
闘
っ
て

い
き
ま
し
た
。 

  

                     【
シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・
⑥
】 

へ
つ
づ
く
。  

 

「Ｈｉｓｔｏｒｙ」「Ｈｉｓｔｏｒｙ」
⑤ 

 日高村では、植村省馬（うえむら し

ょうま・1887～ 1954）さんが、高知県

の部落解放運動の先駆者として、差別か

らの解放に向け全国的な活躍をされまし

た。

 その熱い思いを受け継いで、みんなが

幸せになるために、がんばるんだワン！
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地域教育だより
日高村教育委員会

　学校週５日制開始から２年経ちました。引き続き、村内の家庭教育、地域ぐるみ教育の充実･向上などに役立てるために、３月
に日下小・能津小・日高中の保護者全員を対象にアンケートを実施しました｡子どもたちの現状と保護者の願いをご紹介します。 

～学校週５日制に関するアンケートから見た子どもたちの様子と保護者の願い～

こんなイベントがほしい… 
●家族で参加できる自然体験の１日イベント（低料金・お弁当持参など）　●クリスマス会・スポーツ・映画上映・クラシックコンサート 
●月１～２回で年間継続できる教室（焼き物・茶道・華道など）　　　　　●小学低学年だけでも参加可能な工作・陶芸教室 

休日のイベント情報 についての要望 遊び場所やイベントのわかりやすい一覧表がほしいという声がありました。 
広報ひだかのチラシで配布している「子どもに関わる行事予定」をさらに
充実させていきたいと思います。 

   ～ その他の声 ～
●学校週５日制の必要性を感じない。以前のように週６日にしてほしい 
●普段できない体験や自分のやってみたい事にじっくり時間を使わせてあげたい 
●友だちと一緒に行く英語教室を楽しみにしているので継続してほしい 
●土曜日に子どもと大人一緒に村の清掃をする（ゴミ拾い・道路のミラー磨き） 
●家族で一緒に買い物やドライブ・旅行をしてコミュニケーションをはかったり、
家庭の仕事を一緒にしてゆっくり過ごしたい 

　家族･友人と過ごしている子ど
もが多いようですが、小学生は特
に室内でテレビやゲーム、中学生
は部活動で過ごしているのがわか
ります。 
　これは、2002年に実施したア
ンケートと同様の結果となってい
ます。 
　テレビ・ゲームの時間などにつ
いては、時間を決めるなど家庭で
話し合ってみてはいかがでしょうか。 
 
　保護者は、子どもたちに野外で
様々な活動をさせたいという願い
が多く、これも前回の結果と順位・
割合とも変化がありませんでした。
しかし、願いと現状には差がある
ように思われます。 

地域ぐるみ教育を
共に考えていきま
しょう。

　　　　小学校　中学校 
対象数　176　　 121 
回収数　108　　 73

土曜日の過ごし方

そ
の
他 

ス
ポ
ー
ツ
活
動 

に
参
加 

地
域
の
催
し
・ 

イ
ベ
ン
ト
活
動 

に
参
加 

読
書 

室
内
で
テ
レ
ビ 

や
ゲ
ー
ム 

家
の
手
伝
い 

塾
や
習
い
事 

一
人
で 

　
　
過
ご
し
た 

地
域
の
施
設
を 

利
用 

部
活
動
に
参
加 

友
だ
ち
と 

　
　
　
遊
ん
だ 

家
族
と
一
緒
に 

過
ご
し
た 

人
数 

59

22

65

43

2

62

5 0
8 12

17
10 11 8

50

22

6 2
11
1

19

0
7 4

小学生　　　中学生 

日曜日の過ごし方

そ
の
他 

ス
ポ
ー
ツ
活
動 

に
参
加 

地
域
の
催
し
・ 

イ
ベ
ン
ト
活
動 

に
参
加 

読
書 

室
内
で
テ
レ
ビ 

や
ゲ
ー
ム 

家
の
手
伝
い 

塾
や
習
い
事 

一
人
で 

　
　
過
ご
し
た 

地
域
の
施
設
を 

利
用 

部
活
動
に
参
加 

友
だ
ち
と 

　
　
　
遊
ん
だ 

家
族
と
一
緒
に 

過
ご
し
た 

人
数 

79

44

64

45

0

33

1 0
8
13

4 1

19
10

48

28

2 2 5 0
13
0 2 5

小学生　　　中学生 

必ず家族のものが 
家にいる 
　　54％ 

仕事で子どもだけ 
で過ごしている 
　　　29％ 

その他 
5％ 

親戚や祖 
父母が近 
くにいる 
12％ 

家族（大人）の土曜日の過ごし方

友だちと野外で 
遊ばせたい　　 

25％ 
スポーツや 
習い事をさ 
せたい　 
10％ 

地域の催し・ 
イベントに参 
加させたい　 

9％ 

家族と一緒に 
過ごさせたい 
19％ 

家の手伝い 
をさせたい 
11％ 

ゆっくり 
休ませたい 
14％ 

ボランティア 
活動をさせたい 

4％ 

クラブ・部活 
動をさせたい 

6％ 

その他 
2％ 

５日制を利用して子どもにどんな過ごし方を望むか

　一人で家にいる子どももいる
なか、家庭だけではなく、地域
の温かな目で見守っていく必要
があるのではないでしょうか。 
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InformationInformation

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の 

情報 
く・ら・し・の 

情報 

 

︿
日
高
村
、
土
佐
市
、
春
野
町
、
伊
野
町
、
吾
北
村
﹀

日
時 

　
５
月
29
日
（土）
　 

 

場
所 

　
日
高
村
総
合
運
動
公
園 

 

時
間 

　
９
時
30
分
〜
12
時 

　
13
時
〜
15
時
30
分 

 

お
問
い
合
わ
せ 

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

　
平
成
15
年
７
月
に
制
定
さ
れ
た
「
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
16

年
度
日
高
村
で
は
、
児
童
が
健
や
か
に
生
ま

れ
、
育
成
さ
れ
る
社
会
の
形
成
お
よ
び
そ
の

実
現
に
必
要
な
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。 

　
関
係
機
関
か
ら
な
る
委
員
の
ほ
か
、
幅
広

い
村
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
委
員

を
募
集
し
ま
す
。 

■
募
集
人
員 

就
学
前
児
童
・
小
学
生
児
童
の
保
護
者
等

関
心
の
あ
る
方
　
数
名 

　
＊
策
定
委
員
会
は
５
回
程
度 

　
＊
任
期
は
、
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で 

■
募
集
期
間 

　
５
月
６
日
（木）
〜
５
月
28
日
（金） 

＊
結
果
発
表
に
つ
い
て
は
後
日
文
書
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

■
応
募
方
法 

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。 

（
応
募
用
紙
は
保
健
セ
ン
タ
ー
　
健
康
福

祉
課
福
祉
係
で
配
布
し
ま
す
。） 

＊
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
　
　
２
４
｜
７
８
５
１
ま
で 

１
．
目
的 

５
市
町
村
合
同
で
地
域
の
食

生
活
、
健
康
づ
く
り
の
担
い

手
で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進

員
を
養
成
す
る
。 

２
．
受
講
期
間 

平
成
16
年
６
月（
第
１
回
）〜

平
成
17
年
３
月
（
第
10
回
）

ま
で 

日
程
は
決
ま
り
次
第
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。 

３
．
場
所 

　
５
市
町
村 

（
日
高
村
、
土
佐
市
、
春
野
町
、

伊
野
町
、
吾
北
村
） 

４
．
対
象
者 

日
高
村
在
住
の
方
で
、
食
生

活
に
つ
い
て
興
味
が
あ
り
、

地
域
で
活
動
の
で
き
る
方
。 

５
．
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容 

講
師
か
ら
、（
健
康
づ
く
り
、

福
祉
、
栄
養
、
生
活
習
慣
病

に
関
す
る
こ
と
、
調
理
実
習

な
ど
）
の
講
習
が
あ
り
ま
す
。 

６
．
定
員 

　
３
名
程
度 

 

★
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

６
月
４
日
（金）
ま
で
に
日
高
村

保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

　〈
お
問
い
合
わ
せ
〉 

　
　
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

　
介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
に
提
供
さ
れ

る
食
事
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
標

準
負
担
額（
７
８
０
円
）が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
村
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
属
す

る
方
は
標
準
負
担
額
減
額
措
置
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
利
用
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
福
祉
係

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
既
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

５
月
末
日
が
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
６
月
中
に
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
平
成
15
年
度
中
の
所
得
を
申
告

さ
れ
て
い
な
い
方
や
、
別
居
世
帯
の
方
の

扶
養
家
族
や
税
控
除
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
方
は
、
申
請
を
し
て
も
認
定
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

 

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

　
○
介
護
保
険
被
保
険
者
証 

　
○
印
鑑（
認
め
の
印
鑑
で
結
構
で
す
。） 
 

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら 

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
福
祉
係 

　
　
　
　
２
４
―
７
８
５
１ 

　
　
　
　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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シ　リ　ー　ズ 知っておきたい薬の知識 43

　
今
回
か
ら
は
、「
健
康
食
品
」
に
つ
い
て
の

Ｑ
＆
Ａ
で
す
。 

 

Ｑ
１
　
健
康
食
品
と
は
何
で
す
か
？ 

Ａ
　
一
般
に
「
健
康
食
品
」
と
は
、
健
康
の
保

持
・
増
進
お
よ
び
健
康
管
理
な
ど
の
目
的

の
た
め
に
摂
取
さ
れ
、
そ
う
し
た
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
食
品
で
あ
り
、
健
康
に

役
立
つ
食
品
の
成
分
を
抽
出
・
濃
縮
し
て

錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
、
粉
末
な
ど
に
加
工
し

た
食
品
の
総
称
で
、
法
律
上
の
定
義
は
あ

り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
健
康
の
保
持
・

増
進
の
た
め
に
は
、
日
常
の
食
事
で
身
体

に
必
要
な
成
分
を
取
る
の
が
基
本
で
す
が
、

生
活
環
境
の
多
様
化
に
よ
り
、
か
た
よ
っ

た
食
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
人
た
ち

に
不
足
し
た
栄
養
成
分
を
補
い
、
健
康
の

保
持
・
増
進
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
健
康
食
品
で
す
。 

 

Ｑ
２
　
保
健
機
能
食
品
と
は
何
で
す
か
？ 

Ａ
　
健
康
食
品
の
う
ち
、
厚
生
労
働
省
が
安
全

性
や
有
効
性
を
考
慮
し
て
設
定
し
た
規
格

基
準
な
ど
を
満
た
す
も
の
を
保
健
機
能
食

品
と
い
い
、
健
康
へ
の
効
用
表
示
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
目
的
や
機
能
な
ど
の
違

い
に
よ
り
、
特
定
保
健
用
食
品
（
ト
ク
ホ
）

と
栄
養
機
能
食
品
の
２
種
類
に
分
け
ら
れ

ま
す
。 

　
　
①
特
定
保
健
用
食
品
（
ト
ク
ホ
） 

身
体
の
生
理
学
的
機
能
な
ど
に
影
響
を

与
え
る
保
健
機
能
成
分
を
含
ん
だ
食
品

で
あ
っ
て
、
健
康
の
維
持
増
進
お
よ
び

特
定
の
保
健
の
用
途
に
適
す
る
旨
の
表

示
が
で
き
る
食
品
。 

　
　
②
栄
養
機
能
食
品 

ビ
タ
ミ
ン
な
ど
14
種
の
栄
養
成
分
を
一

定
量
含
み
、
そ
の
栄
養
素
の
効
果
を
表

示
で
き
る
食
品
。 

 

Ｑ
３
　
健
康
食
品
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ

り
ま
す
か
？ 

Ａ
　
数
多
く
の
健
康
食
品
が
薬
局
・
薬
店
、
ス
ー

パ
ー
、
デ
パ
ー
ト
、
通
信
販
売
な
ど
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
素
材
別
に

大
別
し
ま
す
と
、
植
物
由
来
、
動
物
由
来
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
類
な
ど
に
分
け
ら

れ
ま
す
。 

　
　
　
植
物
由
来
の
も
の
が
も
っ
と
も
多
く
、

玄
米
、
小
麦
胚
芽
、
レ
シ
チ
ン
、
プ
ロ
テ

イ
ン
な
ど
の
「
穀
類
・
種
子
類
」
大
麦
若

葉
、
ク
マ
ザ
サ
、
ア
シ
タ
バ
な
ど
の
「
緑

葉
・
黄
緑
素
類
」、
こ
の
ほ
か
「
茸
類
」「
藻

類
」「
果
実
類
」「
草
根
類
」「
植
物
性
油

脂
類
」「
海
藻
類
」「
花
粉
・
蜂
蜜
」「
茶

類
」「
酵
母
・
酵
素
・
乳
酸
菌
類
」「
食
物

繊
維
類
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
動
物
由
来

の
も
の
に
は
、
カ
キ
肉
エ
キ
ス
、
シ
ジ
ミ

な
ど
の
「
貝
類
」、
ス
ッ
ポ
ン
、
マ
ム
シ

な
ど
の
「
魚
類
・
は
虫
類
」、
蜂
蜜
、
ロ
ー

ヤ
ル
ゼ
リ
ー
な
ど
の
「
昆
虫
類
」、
Ｅ
Ｐ

Ａ
、
卵
油
、
深
海
鮫
エ
キ
ス
の
「
動
物
性

油
脂
類
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

Ｑ
４
　
健
康
食
品
に
消
費
期
限
（
賞
味
期
限
ま

た
は
品
質
保
持
期
限
）
は
あ
り
ま
す
か
？ 

Ａ
　
製
品
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
封
後
は

で
き
る
だ
け
早
く
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ

い
。 

－健康食品－ 

　教育・親子関係・学校での不適応
などに関することの相談窓口です。
成長､ 発達､ 適応などで気になるこ
とがありましたらお気軽にお電話く
ださい。 
 
　受付　火・木　9：00～17：00 
　TEL　24－5115  
日高村教育委員会〔担当：馬場〕  

お越しの方は事前に連絡ください。日時の

都合が悪い方は相談可。  

 

　
仁
淀
消
防
組
合
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。 

　
日
高
分
署
で
も
次
の
と
お
り
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。 

○
第
１
分
隊 

分
署
長
　
　
大
川
　
厚
男 

（
本
署
よ
り
） 

副
分
署
長
　
藤
　
　
敬
三 

分
隊
長
　
　
中
岡
　
武
志 

副
分
隊
長
　
尾
　
　
行
洋 

隊
員
　
　
　
國
廣
　
善
生 

（
春
野
分
署
よ
り
） 

○
第
２
分
隊 

副
分
署
長
　
隅
田
　
　
順 

分
隊
長
　
　
塩
田
　
隆
臣 

（
春
野
分
署
よ
り
） 

副
分
隊
長
　
徳
弘
　
貴
経 

副
分
隊
長
　
竹
本
　
勇
二 

（
本
署
よ
り
） 

隊
員
　
　
　
入
江
　
則
行 

 

○
転
出 

高
橋
　
和
夫 （

春
野
分
署
へ
） 

勝
賀
野
修
身 （

春
野
分
署
へ
） 

藤
岡
　
久
人
　（
本
署
へ
） 

北
岡
　
誠
仁
　（
本
署
へ
） 
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日
高
村
立
図
書
館
「
コ
ス
モ
ス
文
庫
」
に
は
、
放
課

後
に
な
る
と
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
や
っ
て
き

ま
す
。
本
を
読
ん
だ
り
、
宿
題
を
が
ん
ば
る
子
ど
も
、

家
族
と
待
ち
合
わ
せ
を
す
る
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。 

　
担
当
職
員
は
、
２
人
い
ま
す
が
、
２
人
で
い
ら
れ
る

の
は
、
月
に
４
、
５
日
ぐ
ら
い
で
す
。
放
課
後
は
、
大

人
の
方
や
保
育
園
の
保
護
者
な
ど
の
来
館
が
あ
り
、
大

忙
し
で
す
。 

　
こ
ん
な
時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
宿
題
の
相
談
に
の
っ

て
も
ら
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
ほ
し
い
ね
、
と
話

し
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
持
ち
た
い
方
、
宿
題
の
手
伝

い
や
学
習
指
導
を
し
て
み
た
い
方
、
一
度
、
図
書
館
を

の
ぞ
き
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？
毎
日
と
か
決
め
ら
れ
た

日
で
な
く
て
も
、
都
合
の
つ
く
日
の
都
合
の
つ
く
時
間

帯
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

み
た
い
方
に
と
っ
て
も
、
図
書
館
に
と
っ
て
も
お
得
な

話
で
す
！ 

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
の
３
時
過
ぎ
に
（
子
ど
も

た
ち
は
３
時
過
ぎ
か
ら
６
時
前
ま
で
い
ま
す
）
図
書
館

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
日
高
村
教
育
委
員
会 

（
担
当
武
田
） 

　
　
２
４
｜
５
１
１
５ 

 

　
平
成
15
年
10
月
に
住
民
活
動
グ
ル
ー
プ
わ
の
わ
会
が
誕
生
し
、
3
月

ま
で
喫
茶
わ
の
わ
と
子
ど
も
を
預
か
る
チ
ャ
イ
ル
ド
ル
ー
ム
を
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
会
員
は
日
高
村
に
住
む
主
婦
や
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
・
障
害
の
あ
る
方
・
高
校
生
な
ど
で
41
人
ほ
ど
で
す
。

今
年
度
か
ら
、「
わ
の
わ
会
」
が
〝
い
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
〞
健
康
セ

ン
タ
ー
管
理
〝
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ポ
ー
タ
ー
〞
軽
度
生

活
支
援
員
〝
配
食
サ
ー
ビ
ス
〞
な
ど
の
仕
事
を
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運

営
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
仕
事
を
分
け
合
い
出
来
る

時
間
で
出
来
る
人
が
働
い
て
い
ま
す
。 

連絡や問い合わせ 
　　24－4004 

 
 

活動に興味のある方お電話ください。 
● 有償ボランティア会員募集中 ● 

喫茶わのわ
日替わり定食　　500円 
噂の納豆パスタ　400円 
人気のうどん　　250円 
その他カレーやピラフな
ど飲み物もあります。 

小学生の作品を展示
しています。見に来
てね！ 

土曜日の喫茶は高
校生のお手伝いも
あります。 

配食サービス
１食650円でどこ
でもお届けします。 

トマトハウスより
仕事の依頼がある
と出かけて行く 

サロンわのわ
いきがいデイサービス
を引き継ぎ担当してい
ます。どなたでも参加
できます。お電話くだ
さい。送迎もあります。 

送迎でサロンわのわに参加して自由に健
康センターで運動することができます。
お昼は喫茶わのわでお食事できます。 

軽度生活支援員
草ひき・掃除・買い物等ち
ょっとお手伝いがほしい時
お電話ください。 

我が子のように、やさしく見守る
チャイルドルーム

ちょっと歯医者に行きたい、美容院に
行きたい等子育て中のお母さんに気軽
に利用してもらえる託児ルームです。 
１時間300円   １日1,800円  
　　詳しくはお電話ください。 

健康センター管理
３級ヘルパー講座受
講修了者が対応、い
つでも安心して機械
の使い方を習うこと
ができます。 

パワーリハビリ 
   テーション
のサポーター

主に火曜・金曜にサポ
ートしています。３級
ヘルパー講座受講修了
者が対応 

小規模作業所ライフ
ファクトリー茂平よ
りメンバーを派遣 

わのわ会
会 員
わのわ会
会 員

住民ボランティア活動グループ

わのわ会わのわ会

図書館学習指導
ボランティア募集

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
、
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

｢

平
成
15
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
助
成
事
業｣

で
遊
具
（
特
に

児
童
用
遊
具
）
及
び
あ
ず
ま
や

（
パ
ー
ゴ
ラ
）
を
日
高
村
総
合

運
動
公
園
緑
地
広
場
に
助
成
を

受
け
て
購
入
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅

広
い
世
代
で
活
用
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 
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池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

ごめい福をお祈りいたします 

（以上平成16年４月15日迄届出分） 

お誕生おめでとうございます 

（以上平成16年４月15日迄届出分） 

第
46
回
 
こ
ど
も
の
読
書
週
間

 

　
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
は
、

こ
ど
も
の
読
書
週
間
で
す
。 

　
今
年
の
標
語
は
『
漕
ぎ
だ
せ
！
本
の

海
へ
！
』
で
す
。 

　
図
書
館
に
は
、「
た
く
さ
ん
の
本
の

な
か
で
、
何
を
読
ん
だ
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
、
何
を
読
み
た
い
の
か
も
わ
か

ら
な
い
、
で
も
、
な
ん
か
読
み
た
い
！
」

と
思
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て

き
ま
す
。 

　
図
書
館
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
い
本
と
出
会
っ
て
も
ら
い
た
い

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー
づ
く
り

も
工
夫
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
、
絵
本
の
部
屋
で
は
『
こ
ど
も
と

い
っ
し
ょ
に
な
に
を
よ
も
う
か
な
…
？
』

コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

　
高
知
子
ど
も
と
本
の
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ン

事
業
で
作
成
し
た
リ
ス
ト
「
絵
本
の
た

ん
け
ん
」
を
中
心
に
、
読
み
つ
が
れ
て

い
る
絵
本
、
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
絵
本
を
集
め
て
い
ま

す
。 

　
児
童
書
の
部
屋
で
は
『
す
ぐ
よ
め
る
、

お
も
し
ろ
い
。
さ
あ
、
よ
ん
で
み
よ
う
！
』

と
し
て
、
低
学
年
む
き
の
、
う
す
く
て

読
み
や
す
い
本
を
集
め
ま
し
た
。 

  

本
を
読
ん
で
い
る
と
、
自
分
の
知
ら

な
い
世
界
に
行
け
る
し
、
知
ら
な
い
人

に
も
出
会
え
ま
す
。 

　
友
達
や
き
ょ
う
だ
い
と
遊
ぶ
、
テ
レ

ビ
を
見
る
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
、
塾
に
行

く
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
い

そ
が
し
い
毎
日
で
す
が
、
本
は
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
、
少
し
の
時
間
で
も
読
め

ま
す
。 

　
子
ど
も
が
本
を
読
む
よ
う
に
な
る
一

番
い
い
方
法
は
、
家
庭
で
大
人
が
読
ん

で
い
る
姿
を
み
せ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

　
図
書
館
は
、
土
・
日
も
開
い
て
い
ま

す
。
親
子
で
、
本
に
ふ
れ
る
ひ
と
と
き

を
、
ぜ
ひ
お
す
ご
し
く
だ
さ
い
。 

　
　
図
書
館
利
用
案
内 

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、
２
週
間 

　
　
20
―
１
５
３
３ 

中
山
　
美
根 

○
花
筵
追
加
の
酒
は
千
鳥
足 

　
花
筵
は
花
見
の
宴
に
使
う
筵
。
転
じ
て
花

見
の
宴
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
酒
肴
に
浮
か
れ
て
、
飲
め
や
歌
え
や
、
千

鳥
足
に
な
り
な
が
ら
も
宴
は
ま
だ
続
く
。 

 
柏
井
　
皓
子 

○
満
開
の
花
を
支
へ
る
太
き
幹 

　〝
花
を
支
へ
る
幹
〞
と
い
う
措
辞
が
良
い
。 

空
を
覆
う
ば
か
り
に
咲
き
満
ち
た
桜
と
そ
の

幹
。
特
に
仁
淀
村
、
中
越
家
の
し
だ
れ
桜
、

吾
川
村
の
ひ
ょ
う
た
ん
桜
な
ど
に
、
こ
の
表

現
が
ぴ
っ
た
り
。 

 

北
添
　
正
子 

嫁
ぐ
娘
と
縁
に
語
ら
ふ
朧
月 

た
ん
ぽ
ぽ
と
同
じ
蝶
来
て
遊
び
を
り 

 

島
田
　
　
瞳 

皆
同
じ
御
膳
並
べ
て
花
の
句
座 

幹
ね
じ
れ
大
花
笠
は
風
に
揺
れ 

 

坂
本
千
代
子 

仰
ぎ
見
る
隣
家
の
桜
は
三
分
咲
き 

友
の
忌
や
そ
の
日
の
如
く
蛍
飛
ぶ 
 

鎮
西
　
美
緒 

め
づ
ら
し
き
枝
垂
れ
さ
く
ら
に
ひ
と
り
ご
と 

枝
垂
る
る
や
見
上
げ
見
下
ろ
す
枝
の
花 

中
村
　
梅
子 

幾
代
経
し
花
に
触
れ
佇
つ
庄
屋
跡 

日
の
お
ぼ
ろ
花
の
お
ぼ
ろ
に
出
会
ふ
昼 

 

濱
田
　
　
幸 

ぜ
ん
ま
い
は
日
を
浴
び
綿
を
ぬ
ぎ
始
め 

桜
見
る
き
れ
い
な
人
の
後
ろ
か
ら 

 

浜
田
　
博
子 

そ
れ
ぞ
れ
の
風
の
角
度
に
光
る
花 

糸
桜
風
の
さ
ざ
波
連
ね
た
る 

 

森
下
　
花
子 

紺
青
の
空
へ
枝
垂
る
る
桜
か
な 

桜
見
に
行
く
道
々
の
さ
く
ら
か
な 

 

片
岡
　
幸
枝 

枝
先
の
風
に
応
へ
て
い
る
桜 

さ
ざ
波
に
乗
り
た
る
ま
ま
の
落
花
か
な 
 

川
瀬
　
英
子 

ひ
ゅ
ー
ひ
ゅ
ー
と
風
の
通
り
て
桜
花
舞
う 

百
年
を
過
ご
し
艶
増
す
糸
ざ
く
ら 

 

川
瀬
　
晴
恵 

満
開
の
枝
垂
桜
に
日
の
溢
る 

赤
い
橋
渡
り
仁
淀
へ
木
の
芽
晴
れ 

 
橋
詰
登
志
子 

見
上
ぐ
る
も
触
る
る
も
あ
り
て
糸
桜 

ダ
ム
渡
る
風
に
舞
ひ
上
ぐ
花
吹
雪 

 

池
野
い
ち
び 

散
る
花
の
影
の
一
瞬
な
り
に
け
り 

見
え
て
来
し
朱
の
鳥
居
と
遠
桜 

机からの風景　～コスモス文庫より～ 

は
な
む
し
ろ 

　氏 名　　死亡年月日 年齢 部落名 
門田 健一 Ｈ16．３．16 86才 宮 　 谷  
齊藤 千里 Ｈ16．３．17 34才 第２県住 
横山 絹子 Ｈ16．３．17 86才 長 　 崎  
小野 嘉美 Ｈ16．３．23 76才 今宮団地 
戸梶美重子 Ｈ16．３．26 71才 鹿 　 児  
中野八重野 Ｈ16．４．４ 94才 宮 　 谷  

尾　　伸一（父）奈於（母） 
　碧（あおい） 
　　　　Ｈ16．３．22　暮月 
山本　千博（父）圭子（母） 
　伊　織（いおり） 
　　　　Ｈ16．３．19　長崎 
澁谷　昭彦（父）梢（母） 
　莉　子（りこ） 
　　　　Ｈ16．３．20　南込山 
岡村　信仁（父）尚美（母） 
　葵　陽（あおい） 
　　　　Ｈ16．３．26　第１団地 
三宮　浩二（父）理恵（母） 
　舜　斗（しゅんと） 
　　　　Ｈ16．３．30　奥ノ谷 
山　　竜（父）美加（母） 
　憲　伸（けんしん） 
　　　　Ｈ16．３．26　江尻 
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日高村の人口 

日高村の交通事故発生状況 

Vol.37

日高村政施行 50周年

　昭和 29年 10月 15日、
日下村、能津村、加茂村
の３村が合併し、日高村
が誕生しました。 
　日高村の名前の由来は、
命名調査委員会で、いく
つかの候補の中から、日
本の「日」と高知の ｢高｣
に通ずるということから、
日高村となったようです。 

知ってたつもり？知ってたつもり？

大滝山より村を望む 

　
５
月
に
は
、
入
学
や
就
職
の
た
め
懸
命
に

頑
張
っ
て
き
た
人
が
、
目
的
を
達
成
し
た
こ

と
に
よ
り
目
的
を
失
い
、
無
気
力
な
状
態
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
俗
に
５
月
病
と
い
う
そ
う
で
す
が
、
一
時

的
な
心
の
病
気
の
よ
う
で
す
。
ひ
ど
い
場
合

は
安
定
剤
な
ど
が
処
方
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、

一
番
有
効
な
の
が
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
だ
そ

う
で
す
。
連
休
は
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
１
年
間
を
乗
り
切
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

貯
え
た
い
も
の
で
す
。 

　　　　　　　　３月末現在 

　　　　　　　　（前月比） 
世帯数　　 2,408 （＋４） 
人　口　　 6,235人 （－32） 
　　　　男 2,954人 （－11） 
　　　　女 3,281人 （－21） 
 
　　  　　１～３月分（３月） 
人身事故 11件 （５件） 
死　　者 ０名 （０名） 
傷　　者 14名 （５名） 
 

珍鳥・迷鳥・常連さん！

高知の鳥の話新コーナ
ー

新コーナ
ー

① 

ム
ラ
サ
キ
サ
ギ

  

　「
十
市
の
石
土
池
に
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
が
入
っ
て
い
ま
す

よ
。」
鳥
仲
間
か
ら
の
連
絡
が
入
っ
た
。
見
た
こ
と
な
い
、

し
か
も
四
国
で
は
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
魅
力
的
な
鳥
だ

っ
た
。
翌
日
、
夜
が
明
け
る
の
を
待
ち
か
ね
て
車
を
走
ら

せ
た
。 

　
６
時
過
ぎ
に
十
市
に
着
い
た
。
空
気
が
澄
ん
で
気
持
ち

よ
か
っ
た
。
広
い
池
を
双
眼
鏡
で
な
め
る
よ
う
に
眺
め
て

い
く
。
散
歩
を
す
る
人
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
ま

た
双
眼
鏡
に
目
を
こ
ら
す
。
ふ
と
白
い
眉
斑
の
鳥
が
飛
び

込
ん
で
き
た
。
シ
マ
ア
ジ
だ
。
春
と
秋
の
渡
り
の
季
節
に

し
か
会
え
な
い
カ
モ
の
仲
間
だ
。
枯
れ
た
水
草
の
中
で
じ

ょ
う
ず
に
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
て
い
る
。
証
拠
写
真
を

２
、
３
枚
。 

　
さ
て
、
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
に
は
会
え
な
い
の
か
な
と
ふ
り

返
っ
た
そ
の
時
、
な
ん
と
目
の
前
に
見
た
こ
と
の
な
い
色

の
サ
ギ
が
い
た
！
距
離
は
40
ｍ
ほ
ど
だ
ろ
う
か
。
図
鑑
で

見
た
の
と
同
じ
鳥
が
、
朝
日
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
八
重

山
諸
島
か
遠
く
南
の
島
か
ら
、
迷
い
込
ん
で
き
た
ム
ラ
サ

キ
サ
ギ
。
初
め
て
の
出
会
い
に
指
先
が
震
え
た
。
冷
静
に

な
れ
と
言
い
聞
か
せ
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
数
回
切
っ
た
。

も
う
少
し
、
も
う
少
し
と
重
い
カ
メ
ラ
を
か
つ
い
で
、
じ

わ
じ
わ
と
に
じ
り
寄
る
た
び
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

30
枚
ほ
ど
撮
っ
た
と
こ
ろ
で
少
し
落
ち
着
い
て
き
た
。
今

度
は
じ
っ
く
り
と
構
図
を
考
え
て
、
と
安
心
し
て
い
る
と
、

船
に
乗
っ
た
釣
り
人
が
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
に
近
づ
い
て
き
た
。

案
の
定
、
ば
さ
っ
と
大

き
く
羽
を
広
げ
て
、
あ

っ
と
い
う
間
に
飛
ん
で

い
っ
て
し
ま
っ
た
。
わ

ず
か
20
分
ほ
ど
の
幸
せ

な
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

お
か
げ
で
仕
事
場
に
は

ふ
だ
ん
よ
り
か
な
り
早

く
着
い
た
。
今
日
の
仕

事
は
、
ご
機
嫌
だ
！ （

武
） 

碧  くん 

尾　　伸一　さん（父）（暮月） 
　　　奈於　さん（母） 
 

「いつまでも元気で明るい 
　　　　　　　男の子でいてね　」 

（あおい） 


